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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、前記トップシート及び前記
バックシートの間に介在する吸収コアとを含む積層体からなり、前腹部と、後背部と、前
記前腹部及び前記後背部を繋ぐ幅狭の股部と、を有する本体部と、
　前記後背部の両側縁部に基端部が固定された一対のファスニング部材と、
を備え、
　前記本体部は、前記後背部の両側縁部から前記股部の両側縁部に沿って前記前腹部側へ
延び、その長さが前記ファスニング部材より長い一対の帯部を有し、
　前記ファスニング部材及び前記帯部には、前記前腹部に付着する係止部材が設けられて
おり、
　前記帯部に、弾性部材が取り付けられており、
　前記弾性部材の前記後背部側の端部は、前記帯部の基端部より前記後背部側に位置する
おむつ。
【請求項２】
　請求項１に記載のおむつであって、
　前記弾性部材は、前記帯部の長手方向に伸縮する複数の第１弾性糸を含むおむつ。
【請求項３】
　請求項２に記載のおむつであって、
　前記股部の両側縁部に、第２弾性糸が取り付けられており、
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　前記本体部を展開した状態において、前記第１弾性糸と前記第２弾性糸とが、互いに平
行に配置されているおむつ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記帯部の基端部と前記股部との間に、略円弧状の切れ込み端部が形成されているおむ
つ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれかに記載のおむつであって、
　前記帯部に、複数の前記係止部材が設けられているおむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファスニング部材を有するおむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、成人用又は幼児用の使い捨ておむつとして、ファスニング部材を有するものが知
られている。ファスニング部材を有する使い捨ておむつは、後背部の両側部に設けられた
一対のファスニング部材を、前腹部のターゲットテープに付着させることにより、着用者
に固定される。
【０００３】
　従来の使い捨ておむつについては、例えば、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００３－５１６８０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、着用者の体型によっては、ファスニング部材のみでは固定が不十分とな
る場合がある。例えば、着用者の体型が肥満型であるときには、ファスニング部材が、タ
ーゲットテープに届きにくい。このため、ファスニング部材をターゲットテープに確実に
付着させることが、困難となる場合がある。また、着用者の体型がやせ型であるときには
、ファスニング部材をターゲットテープに付着させても、ファスニング部材に弛みが生じ
てしまう。このため、ファスニング部材を着用者の腰周りに密着させることが困難となる
場合がある。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたものであり、ファスニング部材による固定が
不十分となる場合であっても、着用者におむつを良好に固定できるおむつを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本願の第１発明は、おむつであって、液透過性のトップシー
トと、液不透過性のバックシートと、前記トップシート及び前記バックシートの間に介在
する吸収コアとを含む積層体からなり、前腹部と、後背部と、前記前腹部及び前記後背部
を繋ぐ幅狭の股部と、を有する本体部と、前記後背部の両側縁部に基端部が固定された一
対のファスニング部材と、を備え、前記本体部は、前記後背部の両側縁部から前記股部の
両側縁部に沿って前記前腹部側へ延び、その長さが前記ファスニング部材より長い一対の
帯部を有し、前記ファスニング部材及び前記帯部には、前記前腹部に付着する係止部材が
設けられており、前記帯部に、弾性部材が取り付けられており、前記弾性部材の前記後背
部側の端部は、前記帯部の基端部より前記後背部側に位置する。



(3) JP 5417126 B2 2014.2.12

10

20

30

40

50

【０００９】
　本願の第２発明は、第１発明のおむつであって、前記弾性部材は、前記帯部の長手方向
に伸縮する複数の第１弾性糸を含む。
【００１０】
　本願の第３発明は、第２発明のおむつであって、前記股部の両側縁部に、第２弾性糸が
取り付けられており、前記本体部を展開した状態において、前記第１弾性糸と前記第２弾
性糸とが、互いに平行に配置されている。
【００１２】
　本願の第４発明は、第１発明から第３発明までのいずれかのおむつであって、前記帯部
の基端部と前記股部との間に、略円弧状の切れ込み端部が形成されている。
【００１３】
　本願の第５発明は、第１発明から第４発明までのいずれかのおむつであって、前記帯部
に、複数の前記係止部材が設けられている。
【発明の効果】
【００１４】
　本願の第１発明～第５発明によれば、ファスニング部材による固定が不十分となる場合
であっても、帯部を前腹部に止着させることにより、着用者におむつを良好に固定できる
。このため、より多くの体型の着用者に対応できる。また、帯部は、幅狭の股部の側方に
形成されるため、積層体を有効に利用できる。
　また、弾性部材の伸縮により、帯部を着用者の体によりフィットさせることができる。
　また、帯部の基端部付近を良好に伸縮させることができる。
【００１６】
　特に、本願の第２発明によれば、複数の弾性糸の伸縮により、帯部を着用者の体により
フィットさせることができる。
【００１７】
　特に、本願の第３発明によれば、おむつの製造工程において、第１弾性糸及び第２弾性
糸を、本体部に容易に取り付けることができる。
【００１９】
　特に、本願の第４発明によれば、帯部の基端部と股部との間に発生する応力を分散させ
ることができる。このため、帯部の基端部が破断してしまうことを抑制できる。
【００２０】
　特に、本願の第５発明によれば、任意の係止部材を前腹部に付着させることができる。
これにより、帯部の止着位置を、より自由に設定できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】使い捨ておむつの斜視図である。
【図２】使い捨ておむつのトップシート側から見た平面図である。
【図３】使い捨ておむつのバックシート側から見た平面図である。
【図４】使い捨ておむつを図２中のIV－IV位置から見た断面図である。
【図５】変形例に係る使い捨ておむつの斜視図である。
【図６】変形例に係る使い捨ておむつのトップシート側から見た平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の好適な実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２３】
　＜１．一実施形態に係る使い捨ておむつ＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る使い捨ておむつ１の斜視図である。図２は、使い捨
ておむつ１を、展開した状態でトップシート１０側から見た平面図である。図３は、使い
捨ておむつ１を、展開した状態でバックシート２０側から見た平面図である。また、図４
は、使い捨ておむつ１を図２中のIV－IV位置から見た断面図である。なお、図２及び図３
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は、後述するサイドシート用弾性部材４１、腰周り用弾性部材５１、脚周り用弾性部材５
２、及び帯部用弾性部材８２を、いずれも伸長させた状態を示している。
【００２４】
　図１～図４に示すように、使い捨ておむつ１は、液透過性のトップシート１０と、液不
透過性のバックシート２０と、両シート１０，２０の間に介在する吸収コア３０と、を有
する積層体からなる本体部２を備えている。使い捨ておむつ１の着用者が尿を排泄すると
、当該尿は、トップシート１０を通過するが、バックシート２０を通過することはなく、
トップシート１０とバックシート２０との間において、吸収コア３０に吸収保持される。
【００２５】
　本体部２は、着用者の腹面にあてがわれる前腹部２ａと、着用者の背面にあてがわれる
後背部２ｂと、前腹部２ａ及び後背部２ｂを繋ぐ股部２ｃとを有している。以下では、前
腹部２ａ、股部２ｃ、及び後背部２ｂが連なる方向を「長手方向」と称し、長手方向に直
交しかつ本体部２の表面に沿う方向を「幅方向」と称する。本体部２は、前腹部２ａから
後背部２ｂにかけて長手方向に延び、その中間に位置する股部２ｃにおいて、幅方向にく
びれた形状となっている。
【００２６】
　トップシート１０は、本体部２の上面側（着用者の肌面に近い側）に配置された、液透
過性のシートである。トップシート１０は、前腹部２ａから後背部２ｂにかけて帯状に延
び、その幅方向の寸法は、本体部２の外縁の幅方向の寸法よりも小さい。トップシート１
０は、例えば、親水性繊維（セルロース、レーヨン、コットン等）を用いた不織布により
構成される。また、トップシート１０は、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチレン、
ポリエステル、ポリアミド、ナイロン等）の表面を界面活性剤により処理して液透過性と
した不織布により構成されていてもよい。
【００２７】
　バックシート２０は、本体部２の下面側（着用者の肌面から遠い側）に配置された、液
不透過性のシートである。バックシート２０は、平面視において、本体部２とほぼ同等の
形状を有する。すなわち、バックシート２０は、本体部２の下面全体を覆っている。バッ
クシート２０は、例えば、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、
ポリアミド、ナイロン等）を用いた撥水性の不織布により構成される。バックシート２０
は、プラスチックフィルムにより構成されていてもよく、また、プラスチックフィルムと
その下面に貼着された柔軟性の高い不織布とにより構成されていてもよい。
【００２８】
　吸収コア３０は、トップシート１０とバックシート２０との間に固定された、吸液性及
び保液性を有する部材である。図４に示すように、吸収コア３０は、トップシート１０と
バックシート２０との間に、接着剤５５により固定されている。また、図２及び図３に示
すように、吸収コア３０は、平面視において、本体部２の外縁より一回り小さく形成され
ている。
【００２９】
　吸収コア３０は、例えば、粉砕したパルプ繊維やセルロース繊維などの親水性繊維の集
合層に、粒状の高分子吸収体を混合した塊を、ティッシュペーパーなどの紙シートまたは
透液性不織布シートで被覆したものにより構成される。また、吸収コア３０は、高吸収性
ポリマーのシート状吸水体により構成されていてもよい。なお、吸収コア３０を、パルプ
非存在の高分子吸収材料により構成すれば、吸収コア３０を薄型に形成することができる
点で好ましい。
【００３０】
　トップシート１０の上面側には、側方への尿漏れを防止するための一対のサイドシート
４０が設けられている。一対のサイドシート４０は、本体部２の左右の側縁部を覆うよう
に、長手方向に延びている。各サイドシート４０は、液不透過性の不織布により構成され
ている。図４に示すように、一対のサイドシート４０は、幅方向外側の側縁部において、
接着剤５５を介して、他のシートの上面に貼着されている。サイドシート４０の幅方向内
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側の側縁部は、トップシート１０の上面に貼着されておらず、トップシート１０に対して
立ち上がり可能となっている。
【００３１】
　サイドシート４０の幅方向内側の側縁部には、長手方向に延びる複数本のサイドシート
用弾性部材４１が設けられている。サイドシート用弾性部材４１は、サイドシート４０の
幅方向内側の側縁部に形成された袋状部４２内に、接着剤（図示省略）により、取り付け
られている。サイドシート用弾性部材４１は、自然長よりも伸長された状態で、袋状部４
２内に取り付けられたものである。このため、サイドシート用弾性部材４１は、サイドシ
ート４０を長手方向に収縮させる弾性力を発生させる。
【００３２】
　使い捨ておむつ１を開いたときには、サイドシート用弾性部材４１の弾性力により、サ
イドシート４０の幅方向内側の側縁部が立ち上がる。これにより、本体部２の上面に一対
の起立した堰が形成され、着用者が排泄した尿の側方への漏れが防止される。
【００３３】
　前腹部２ａ及び後背部２ｂには、幅方向に延びる複数本の腰周り用弾性部材５１が設け
られている。腰周り用弾性部材５１は、トップシート１０とバックシート２０との間に、
接着剤（図示省略）により、取り付けられている。腰周り用弾性部材５１は、自然長より
も伸長された状態で、前腹部２ａ及び後背部２ｂに取り付けられたものである。このため
、腰周り用弾性部材５１は、前腹部２ａ及び後背部２ｂを、幅方向に収縮させる弾性力を
発生させる。着用者が使い捨ておむつ１を着用したときには、腰周り用弾性部材５１の収
縮力により、前腹部２ａ及び後背部２ｂが、着用者の腰周りにフィットする。
【００３４】
　また、股部２ｃの幅方向の両側縁部には、長手方向に延びる複数本の脚周り用弾性部材
（第２弾性糸）５２が設けられている。脚周り用弾性部材５２は、サイドシート４０とバ
ックシート２０との間に、接着剤（図示省略）により、取り付けられている。脚周り用弾
性部材５２は、自然長よりも伸長された状態で、股部２ｃの両側縁部に取り付けられたも
のである。このため、脚周り用弾性部材５２は、股部２ｃの両側縁部を、長手方向に収縮
させる弾性力を発生させる。着用者が使い捨ておむつ１を着用したときには、脚周り用弾
性部材５２の収縮力により、股部２ｃの両側縁部を、着用者の脚周りにフィットさせるこ
とができる。
【００３５】
　なお、サイドシート用弾性部材４１、腰周り用弾性部材５１、及び脚周り用弾性部材５
２には、例えば、ポリウレタン糸等の糸状の弾性部材を使用すればよい。ただし、糸状の
弾性部材に代えて、ポリウレタンや天然ゴム等を素材とする平板状の弾性部材が使用され
てもよい。
【００３６】
　使い捨ておむつ１は、一対のファスニング部材６０を備えている。各ファスニング部材
６０の基端部６０ａは、本体部２の後背部２ｂのうち、股部２ｃより幅方向外側に張り出
した部分（以下、「翼部２ｂａ」と称する）に、固定されている。具体的には、図４に示
すように、翼部２ｂａにおけるサイドシート４０とバックシート２０との間に、接着剤５
５を介して、ファスニング部材６０の基端部６０ａが固定されている。ファスニング部材
６０は、例えば、ポリプロピレン等の不織布により構成されている。
【００３７】
　各ファスニング部材６０は、ファスニング本体部６１と、ファスニング本体部６１の自
由端側の端辺から幅方向外側に張り出した２つの舌片状のつまみ部６２と、を有している
。各つまみ部６２の内側面には、ファスニング用係止部材６３が設けられている。ファス
ニング用係止部材６３は、接着剤（図示省略）を介して、つまみ部６２の内側面に固定さ
れている。本実施形態では、ファスニング用係止部材６３に、面ファスナーのフック材（
雄部材）が用いられている。
【００３８】
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　一方、図１及び図３に示すように、本体部２の前腹部２ａの外側面には、ターゲットテ
ープ７０が設けられている。ターゲットテープ７０は、接着剤（図示省略）を介して、前
腹部２ａの外側面に固定されている。本実施形態では、ターゲットテープ７０に、面ファ
スナーのループ材（雌部材）が用いられている。上述のファスニング用係止部材６３は、
ターゲットテープ７０の任意の位置に、着脱自在に付着可能となっている。
【００３９】
　また、この使い捨ておむつ１の本体部２には、一対の帯部８０が形成されている。一対
の帯部８０は、一対の翼部２ｂａから、股部２ｃの両側縁部に沿って、前腹部２ａ側へ延
びている。すなわち、一対の帯部８０は、股部２ｃの側方において、長手方向に延びてい
る。
【００４０】
　帯部８０の先端付近の内側面には、帯部用係止部材８１が設けられている。帯部用係止
部材８１は、接着剤（図示省略）を介して、帯部８０の内側面に固定されている。本実施
形態では、帯部用係止部材８１に、面ファスナーのフック材が用いられている。帯部用係
止部材８１は、前腹部２ａのターゲットテープ７０の任意の位置に、着脱自在に付着可能
となっている。
【００４１】
　図２に示すように、帯部８０は、その長手方向の長さが、ファスニング部材６０の幅方
向の長さより長くなるように、形成されている。具体的には、後述する帯部用弾性部材８
２を伸長させた状態において、帯部８０の基端部８０ａから帯部用係止部材８１の先端部
までの長手方向の長さＬ１が、後背部２ｂの側縁部からファスニング用係止部材６３の先
端部までの幅方向の長さＬ２より、長くなるように、両者の長さが設定されている。
【００４２】
　このように、使い捨ておむつ１は、一対のファスニング部材６０と、それとは別個に設
けられた一対の帯部８０と、を備えている。このため、ファスニング部材６０による固定
が不十分となる場合であっても、ファスニング部材６０の代わりに、又は、ファスニング
部材６０とともに、帯部８０を使用して、着用者に使い捨ておむつ１を固定できる。
【００４３】
　上述の通り、帯部８０の長手方向の長さは、ファスニング部材６０の幅方向の長さより
、長い。このため、例えば、着用者の体型が肥満型であり、ファスニング部材６０がター
ゲットテープ７０まで届かない場合にも、一対の帯部８０を、ターゲットテープ７０まで
延ばすことができる。そして、帯部用係止部材８１をターゲットテープ７０に付着させる
ことにより、使い捨ておむつ１を、着用者に固定できる。
【００４４】
　一方、着用者の体型がやせ型であり、ファスニング部材６０に弛みが生じる場合にも、
ファスニング部材６０の上に帯部８０を重ねることができる。これにより、ファスニング
部材６０を着用者の腰周りに密着させて、使い捨ておむつ１のずれを防止できる。
【００４５】
　つまり、この使い捨ておむつ１は、一対のファスニング部材６０と、一対の帯部８０と
を有することで、より多くの体型の着用者に対して、良好に固定され得るようになってい
る。
【００４６】
　長方形状の積層体から本体部２を製造する場合、幅狭の股部２ｃの側方の部位は、従来
であれば、切り落としていた部位である。本実施形態の帯部８０は、このような股部２ｃ
の側方の部位を利用して、形成されている。これにより、長方形状の積層体が、無駄なく
使用されている。また、このようにすれば、長方形状の積層体とは別に、帯部８０を構成
するためのシートを用意する必要はない。
【００４７】
　帯部８０は、本体部２に形成された切れ込み３を介して、股部２ｃから区分されている
。帯部８０の基端部８０ａには、切れ込み３が入っていない。これにより、帯部８０と本
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体部２の他の部位との一体性が、維持されている。
【００４８】
　切れ込み３の最奥部、すなわち、帯部８０の基端部８０ａと股部２ｃとの間には、略円
弧状の切れ込み端部３ａが形成されている。切れ込み端部３ａは、略円弧状であるため、
帯部８０の基端部８０ａと股部２ｃとの間に発生する応力を、分散させる。したがって、
帯部８０を引っ張ったときに、帯部８０の基端部８０ａと股部２ｃとの間に発生する応力
は、切れ込み端部３ａにおいて、分散される。これにより、帯部８０の基端部８０ａが破
断してしまうことが、抑制される。
【００４９】
　帯部８０には、長手方向に延びる複数本の帯部用弾性部材（第１弾性糸）８２が取り付
けられている。帯部用弾性部材８２は、サイドシート４０とバックシート２０との間に、
接着剤（図示省略）により、取り付けられている。帯部用弾性部材８２は、自然長よりも
伸長された状態で、帯部８０に取り付けられたものである。このため、帯部用弾性部材８
２は、帯部８０を長手方向に収縮させる弾性力を発生させる。帯部８０を使用したときに
は、帯部用弾性部材８２の収縮力により、帯部８０が、着用者の脚周り又は腰周りにフィ
ットする。また、着用者は、帯部８０を、その伸縮範囲内の任意の長さで、使用すること
ができる。したがって、より多くの体型の着用者に対応できる。
【００５０】
　帯部用弾性部材８２には、例えば、ポリウレタン糸等の糸状の弾性部材が使用される。
ただし、糸状の弾性部材に代えて、ポリウレタンや天然ゴム等を素材とする平板状の弾性
部材が使用されてもよい。
【００５１】
　図２及び図３に示すように、帯部用弾性部材８２と、上述の脚周り用弾性部材５２とは
、本体部２を展開した状態において、いずれも長手方向に延びている。すなわち、帯部用
弾性部材８２と、上述の脚周り用弾性部材５２とは、互いに平行に配置されている。この
ため、使い捨ておむつ１の製造工程では、積層体を一方向に搬送しつつ、脚周り用弾性部
材５２と、帯部用弾性部材８２とを、同時に取り付けることができる。これにより、脚周
り用弾性部材５２及び帯部用弾性部材８２の取り付け工程が、効率よく実行される。
【００５２】
　また、本実施形態では、帯部用弾性部材８２の後背部２ｂ側の端部は、帯部８０の基端
部８０ａより、後背部２ｂ側に位置している。このため、帯部８０の基端部８０ｂ付近を
、良好に伸縮させることができる。したがって、帯部８０の基端部８０ｂ付近を、着用者
の脚周りに、より良好にフィットさせることができる。
【００５３】
　＜２．変形例＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定される
ものではない。
【００５４】
　上記の実施形態では、ファスニング用係止部材６３及び帯部用係止部材８１が、面ファ
スナーのフック材により構成されていた。また、ターゲットテープ７０は、面ファスナー
のループ材により構成されていた。しかしながら、ファスニング用係止部材６３、帯部用
係止部材８１、及びターゲットテープ７０は、粘着材等の他の手段により構成されていて
もよい。
【００５５】
　また、上記の実施形態では、前腹部２ａにターゲットテープ７０が設けられていた。し
かしながら、使い捨ておむつ１は、必ずしも前腹部２ａにターゲットテープ７０を有して
いなくてもよい。例えば、前腹部２ａの外側面を構成する不織布に対して、ファスニング
用係止部材６３及び帯部用係止部材８１が、着脱自在に付着可能となっていてもよい。
【００５６】
　また、上記の実施形態では、一対の帯部８０に、帯部用係止部材８１が１つずつ設けら
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けられていてもよい。例えば、図５の使い捨ておむつ１Ａのように、各帯部８０に、長手
方向の位置が異なる３つの帯部用係止部材８１が、設けられていてもよい。このようにす
れば、任意の帯部用係止部材８１を、ターゲットテープ７０に付着させることができる。
これにより、帯部８０の止着位置を、より自由に設定できる。
【００５７】
　また、上記の実施形態では、帯部８０の長手方向の長さは、股部２ｃの長手方向の長さ
と同等であった。しかしながら、帯部８０の長手方向の長さは、股部２ｃの長手方向の長
さと、必ずしも同等でなくてもよい。例えば、図６の使い捨ておむつ１Ｂのように、帯部
８０の長手方向の長さが、股部２ｃの長手方向の長さより、短くてもよい。
【００５８】
　また、本発明のおむつは、成人を対象としたものであってもよく、幼児を対象としたも
のであってもよい。
【符号の説明】
【００５９】
　１，１Ａ，１Ｂ　使い捨ておむつ
　２　本体部
　２ａ　前腹部
　２ｂ　後背部
　２ｂａ　翼部
　２ｃ　股部
　３ａ　切れ込み端部
　１０　トップシート
　２０　バックシート
　３０　吸収コア
　４０　サイドシート
　５１　腰周り用弾性部材
　５２　脚周り用弾性部材
　６０　ファスニング部材
　６１　ファスニング本体部
　６３　ファスニング用係止部材
　７０　ターゲットテープ
　８０　帯部
　８０ａ　基端部
　８１　帯部用係止部材
　８２　帯部用弾性部材
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